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当社株主からの提案に対する現時点における当社の考え方について 

 

 

平成 19 年 12 月 4 日付「本日の一部報道について」でお知らせしましたとおり、当社は、非公

開を前提とした書簡を受領しておりましたが、この度、ザ・チルドレンズ・インベストメント・

マスター・ファンド（以下、「TCI」といいます。）は、同社のウェブサイトにて、平成 19 年 11 月

22 日付の当社社長宛書簡の内容を 12 月 5 日付で公表致しました。 

 

TCI が主張する内容は、当社グループの経営目標である連結経常利益の着実な成長などの事実

を無視した一面的なものであり、当社グループが民営化決定以降に実施してきた収益力の向上や

財務基盤の強化、コーポレート・ガバナンス体制の整備などの取り組みについても何ら触れられ

ておりません。電力の安定供給を担うという社会的使命を果たしつつ民間企業としての成長を目

指している当社の経営方針等に関して、必ずしも適確とは言い難い主張が多く見られ、株主や投

資家の皆様を誤解に導く惧れがあるのではないかと危惧致しております。 

 

このため、これまで TCI を含め、皆様方にご説明申し上げてきた内容ではございますが、現時

点での当社の経営方針やこれまでの戦略と成果、コーポレート・ガバナンス等に関して、あらた

めて添付のとおり事実関係をお示し致します。 

 

 なお、電気料金に関わる経営判断に懸念が表明されておりますが、当社は、卸電気事業者とし

て、低廉かつ安定した電力供給という責務を果たしつつ、競争力を維持・強化する観点で、必要

かつ妥当な経営判断を行なっております。 

 

今後も、皆様のご理解、ご支援を賜りますよう、謹んでお願い申し上げます。 

以 上 

 

添付資料：  

・ 当社がこれまでに掲げてきたグループ経営目標 

・ 連結経常利益目標の達成  

～企業体質強化に向けた経営努力～ 

～収益力の持続的向上～ 

・ 連結株主資本比率目標の達成 

・ コーポレート・ガバナンスの充実 

・ 役員報酬総額の推移 

・ 今後に向けて ～持続的成長を実現するための投資計画 


